
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７   月 
15日 （土） 

9:00 

10:00 

20:00 

バンブーキャンドル用竹伐り 

デイサービス「七夕まつり」ほか：上北島 

夜間パトロール：水田中、水田下 

 

上北島公民館 

水田中、水田下 

17日 海の日 8:00 水田っ子:第 4回環境整備部会「上北島芝桜花壇除草作業」 水田駐車場、上北島花壇 

20日 （木） 
 

10:00 

終業式 

デイサービス「ちっご健康隊ロコモ予防講座」他：常用東 

 

常用東集会所 

21日 （金） 
9:00 

20:00 

キャンドルシェード、植木鉢作り：野町子ども会   

夜間パトロール：下北島、上北島 

野町交流館 

下北島、上北島 

22日 （土） 
9:00 

20:00 

エンジョイ広場「パソコン教室」…下北島当番 

夜間パトロール：常用東 

水田小：パソコン室 

常用東 

23日 （日） 
8:30 

20:30 

エンジョイ広場「バンブーキャンドルを作って楽しもう」 

夜間パトロール：野町 

水田コミセン研修室２ 

野町 

26日 （水） 10:00 デイサービス：下北島 下北島公民館 

27日 （木） 19:00 第 4回役員会 水田コミセン：研修室 2 

28日 （金） 10:00 子育てサロン「七夕まつり」 野町公民館に変更 
水田コミセン 
会議室 1・2(和室) 

８   月 
4日 （金） 20:00 夜間パトロール：水田上 水田上 

6日 （日） 

9:00 

9:00 

9:10 

野町クリーン作戦 

空缶空瓶拾い：水田中 

水田下クリーン作戦 

野町 

水田中 

水田下 

7日 （月） 
 

 

水田小学校出校日 

地域デイサービス：野町 

 

野町交流館 

10日 （木） 10:00 子育てサロン「菓子作り」 野町公民館 

13日 （日） 8:00 水田上住民クリーン作戦 水田上 

10日 （月）  デイサービス：野町 野町公民館 

14日 （金） 
10:00 

20:00 

子育てサロン「おしゃべり会」   Vol.64広報誌発行 

夜間パトロール：水田上 

野町公民館 

水田上 

15日 
（土） 

10:00 

20:00 

デイサービス「七夕まつり」ほか：上北島 

夜間パトロール：水田中、水田下 

上北島公民館 

水田中、水田下 

  
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０１７年７月 

日 月 火 水 木 金 土 

      
1 

2 3 4 5 6 7 8 

9 10 

 

12 13 14 15 

16 ○17  18 19 20 21 22 

23 24 

 

26 27 28 29 

30 31 
     

２０１７年８月 

日 月 火 水 木 金 土 

  
1 2 3 4 5 

6 7 

 

9 10 ○11  12 

13 14 15 16 17 18 19 

20 21 
 

23 24 25 26 

27 28 29 30 31 
  

開所時間 

AM 9:00～ 
PM17:30 

(休憩 60分含む) 
 

会議や行事などで
変更になる場合が
あります。 

は閉所です。 

各行政区では児童下校時の見守りや朝のラジオ体操なども行われています。 みなさまからのご意見、ご要望、 掲載依

頼などをお待ちしています。            水田校区コミュニティ協議会事務局 TEL/FAX0942-27-7186 

※行事の内容や日程は変更になる場合があります。ご了承ください。 

水田校区コミュニティ協議会『水田っ子』 行事予定   
午前中 

午前中 

午前中 

午前中 

＊毎   (火) 9:30 水田コミセンさんかく塾   ＊第３週(金)13:30 童謡唱歌を楽しく唄う会 

＊月３回 (月)  9:30 常用東さんかく塾  

＊第２,４(水)  9:30 水田下さんかく塾 

初夏から秋にかけては、台風や前線の影響で、大雨、洪水、暴風、

高潮による自然災害が発生しやすい季節です。皆さんが早めの 
避難などの防災行動をとることができるよう、気象庁は様々な

「防災気象情報」を発表しています。時間を追って段階的に発表

される「注意報」や「警報」などの防災気象情報を有効に活用し、 
早め早めの防災行動をとるようにしましょう。 

大雨や台風の気象情報に注意して 
早めに防災対策・避難行動を行いましょう 

防災対策には、十分とか絶対大丈夫というものはありま

せん。 
一人一人が、自分の周りにどのような災害の危険が及ぶの

かを考え、その被害をできるだけ少なくするために必要な

対策を講じることが重要です。 


